
 

檪田地区生活排水対策実践活動報告書 

 

檪田自治公民館の皆様には生活排水対策モデル地区として、平成２８年１１月２６日

（土）～１２月９日（金）までの２週間、実践活動にご協力いただきまして大変ありが

とうございました。『家庭でできる５項目』点検表の集計結果がまとまりましたので報

告いたします。 

 

 

１．実践活動期間 平成２８年１１月２６日（土）～１２月９日（金）までの２週間 

２．実践活動内容 生活排水対策実践活動『家庭でできる５項目』 

① 廃食油の回収   ② 油分の拭き取り ③ 野菜くず、残飯等の回収 

④ 米のとぎ汁の処理 ⑤ 洗濯洗剤の適量使用 

３．『家庭でできる５項目』点検表の集計結果 

  実践活動の対象世帯数  １１３世帯（檪田１、２、３支部） 

  活動報告世帯数     ５５世帯 （回収率４８．６７％） 

 

 

A． 家庭でできる５項目を既に実施している世帯数 

 
報告世帯数 既に実施世帯数 

既に実施している 

世帯の割合 

① 廃食油の回収 ５５ ２４ ４３．６％ 

② 油分の拭き取り ５５ ２１ ３８．２％ 

③ 野菜くず、残飯等の回収 ５５ ２６ ４７．３％ 

④ 米のとぎ汁の処理 ５５ ４   ７．３％ 

⑤ 洗濯洗剤の適量使用 ５５ ２４ ４３．６％ 

初めての実践活動の取り組みでしたが、既に実施されている家庭もありました。 

 

平成２９年１月 



B． 実践活動期間（平成２８年１１月２６日（土）～１２月９日（金）までの２週間） 

 
報告 

世帯数 

実施 

世帯数 

実施 

世帯数 

延べ日数 

（○と☓の 

合計） 

延べ日数 

（○の合計） 

実施率 

（延べ実施日数 

／延べ日数） 

①  ５５ ３５ ６３．６％ ２１１ １９８ ９３．８％ 

②  ５５ ４０ ７２．７％ ３６４ ３５２ ９６．７％ 

③  ５５ ４３ ７８．２％ ５５５ ５５２ ９９．５％ 

④  ５５ ３９ ７０．９％ ４３５ ２３９ ５４．９％ 

⑤  ５５ ４２ ７６．４％ ５３７ ４８０ ８９．４％ 

④については回答をいただいた半数以上の世帯で、また①②③については９０％を超え

る世帯で、⑤については９割近くの世帯で実践活動を実施していただきました。御協力

ありがとうございました。 

 

 

 

C． ５項目について今後も実行できる世帯数 

多くの世帯で今後も実行していけるとの回答を頂いております。米のとぎ汁処理はご苦

労されているようですが、すべてを処理するのは難しい面もありますが１回目のとぎ汁

だけでも処理を続けていただきたいと思います。 

 

 

 

 

 

 報告世帯数 今後も実施可能世帯数 今後も実施可能率 

① 廃食油の回収 ２９ ２９ １００％ 

② 油分の拭き取り ３０ ２９ ９６．７％ 

③ 野菜くず、残飯等の回収 ３０ ３０ １００％ 

④ 米のとぎ汁の処理 ２５ １２ ４８．０％ 

⑤ 洗濯洗剤の適量使用 ３１ ２６ ８３．９％ 



河川（大淀川）、蓼池地区の生活排水に関するアンケート結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



☆その他のご意見、ご提案等 

・畑の溝でゴミを焼く人がいる。溝にふたをしてほしい。畑の溝を見て回って欲しい、

ゴミが焼いてあります。 

・生ゴミ処理機が手軽に普及できたらゴミも減るから一石二鳥だと思います。 

・コンポストを使っているので生ゴミは出ません。皆様方にコンポストを勧めてはどう

でしょうか 

・極力油を使わない料理など心掛けている。米のとぎ汁は草が枯れるのでよく利用して

いる。あまり洗剤を使わないで湯で洗っている。 

・畜産排水をじかに流す人がいる。側溝に穴を開けて 

・トイレで使ったペーパーは流さず新聞にくるんで燃えるごみに出しています。沢山の

パーパーを流すことで水はドロドロになるのではと思っています。 

・となりの家が牛を飼っているがハエ、カが非常に多く困っている。下水に流れ込んだ

り下水がつまっているのではないかと思う。 

・油汚れはチリ紙で拭いています。それから洗っています。廃食油は油こしでしています。 

水質調査検査結果 

① 水質検査場所（出水谷橋） 

 

採水場所 



 
 

②水質検査項目 

◇ｐH（水素イオン指数）・・・物質の酸性・アルカリ性の度合いを示す数値です。 

ｐH＝７で中性と呼ばれ、数字が小さいと酸性、大きくなると 

アルカリ性が強いとされます。 

◇BOD（生物化学的酸素要求量）・・・水質の指標として最もよく使われる数字です。 

汚れの度合いを示します。汚れがひどいほど数字が大きくなります。 

◇SS（浮遊物質）・・・水中に浮遊する粒径２mm以下の不溶解性物質の総称です。 

浮遊物質が多いほど数字が大きくなります。 

◇T－N（全窒素）・・・有機および無機（アンモニア態・亜硝酸態・硝酸態）の窒素化

合物の総量です。窒素はリンとともに水系を富栄養化させ，赤潮の

原因となります。 

◇T－P（全燐）・・・有機態燐と無機燐の合計量。水の富栄養化の程度を表す指標の 

一つです。富栄養化のおそれのある海域および湖沼について、環境 

基準および排水基準が定められています。 

 

③検査結果 

 採水日 水温

(℃) 

気温

(℃) 

ｐH BOD 

(mg/L) 

SS 

(mg/L) 

T－N 

(mg/L) 

T－P 

(mg/L) 

【活動前】 
Ｈ28.11.24(木) 

10:05 
15.6 11.8 7.6 1.8 2 1.0 0.066 

【活動後】 
Ｈ28.12.9 (金) 

10:00 
11.1 15.7 7.5 0.9 

測定下限

値未満 
1.5 0.062 



水質検査については、本活動の実践前と実践後で各１回、出水谷橋の 1箇所で実施し

ました。検査結果は全体的にはほとんどの項目で活動前より活動後の方が値が低くなっ

ていますが、特に水質の指標とされる BOD値が 1.8mg／Lから 0.9mg／Ｌへと大幅に

低下していることや、ＳＳ（浮遊物質）が測定下限値未満になるなど良くなっています。

生活排水に関するアンケート結果のとおり、今後も住民と行政が一体となって水質改善

への取り組みを行い、住民の方の多くが水路等の汚れの原因として考えている「家庭か

らでる排水」、「工場、事業所から出る排水」の水質改善を図るよう努めていくことにし

たいと考えています。またこの活動が日常化されることが河川環境への負荷軽減につな

がりますので、これからも住民の方々に御協力いただきながら実践活動を続けていきた

いと考えています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


